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水質観測装置
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超音波減衰式SS計

項　　目項　　目 仕　　　様仕　　　様

測 定 方 式

測 定 範 囲

通 信 形 態

材 質

外 形 寸 法

質 量

超音波減衰法

RS485

ステンレス

検出部外形図参照

約3.0kg（ケーブル含まず）

■SS 100～20000mg/ℓ

■精度

SS＝1000mg/ℓ以下 FS±30％

SS＝1000～10000mg/ℓ FS±20％

SS＝10000mg/ℓ以上 FS±10％

■粒度分布 1μｍ～100μｍ（白色溶融アルミナ使用）

SP-110 型

超音波減衰式SS計

浮遊砂量（SS）

高濃度の浮遊砂量（SS）と粒度分布を連続自動測定が可能です。

RS485通信により長距離のデータ伝送が可能です。

小型軽量で持ち運びが容易です。

接続パソコンにてSS値、摩耗用SS値、濁度をリアルタイム表示します。
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超音波減衰式SS計（SP-110型）は

河川等の流水中に検出器を設置して

高濃度の浮遊砂量（SS）と粒度分布を

連続自動測定することができます

現場設置例（試作機）



解析ソフト

検出器

発振器

CPU
（流水中）

　計測結果をリアルタイムで表示 

＊計測SS値：水中に浮遊する粒子の量

＊摩耗用SS値：浮遊粒子による摩耗評価用SS値

＊濁度

推移図をリアルタイムで表示

計測SS値、摩耗用SS値、濁度の推移が

リアルタイムでグラフに表示されます

測定方法 計測中画面イメージ

推移図イメージ

A/D
変換器
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超音波減衰式SS計

水温計

超音波
発受信部

反射板

超音波

測定は『液中の粒子により超音波の伝播が減

衰される。減衰の度合いは粒径と超音波周波

数に大きく影響される』という特性を使用し

て、下図に示すように、水中にプラノコンケープ

形振動子を入れ、振動子より超音波を送波し、

反射板から戻って来た反射波を同一振動子で

受波します。

測定は約60秒毎に行い、解析ソフトにより  

粒度分布と浮遊砂量（SS）を算出します。



固定式
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北斗理研は各種計測器および計測システムの

設計、試作、製作販売を行っております。

お客様のご要望に合わせたカスタマイズも

お受けいたしております。

まずは、弊社までご相談ください。

拡散型半導体圧力式 0 ～10 m ±0.1％F.S.以内水  位  計

測 定 方 式項 目

検 出 部　仕 様

測 定 範 囲 総 合 精 度

濁  度  計 散乱光方式
0 ～1000 mg/ℓ

0 ～2000 mg/ℓ
±2％F.S.以内 自動洗浄

備 考

シース型測温抵抗体 - 5 ～45℃ ±0.2℃以内水  温  計

ガラス電極方式 2～12 ±0.2 以内 自動洗浄・温度補償p  H   計

交流４電極方式 0～100 mS/m ±3％F.S.以内 自動温度補償

自動温度補償

電気伝導率計

蛍光方式 0～20 mg/ℓ ±2％F.S.以内溶存酸素計

蛍光方式 0.1～200μg/ℓ ±3％F.S.以内 自動洗浄クロロフィルa計

紫外線吸光光度法 0～1.0 Abs ±3％F.S.以内 自動洗浄U   V  計

拡散型半導体圧力式 0 ～100 m ±0.1m以内水  深  計

昇降式
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水質自動観測装置 検出部仕様



MEMO




